
トリドールとは 成長戦略価値創造の源泉トリドールの想い サステナビリティ戦略 ガバナンス データ

心的資本経営とは
https://www.toridoll.com/management-philosophy/happiness-capital-management

ご参照

Management Philosophy

経営理念 ～私たちの想い～

　私たちは、国内外でさまざまなレストランブランドを運営し、世界中のお客さまに「食の感動体験」を提供しています。

食を通じて誰かを感動させられる。

それはとても尊い仕事です。

その仕事に関わる人々は今、本当に幸せだろうか？

その問いはトリドールが飲食業を続けていく上で、

決して避けては通れないものでした。

効率を追い求めるために、

お店で働く人をどんどん削減する。

けれどそれでは人にしかつくれない

食の感動まで減らすことになってしまう。

トリドールがつくる食の感動の源泉は人です。

さらに言えば、人の中にある“心”です。

その心を信じて、そこに全力を投じる決意のもと、

“人”的資本経営ではなく、

“心”的資本経営という旗を掲げて、新たな改革を進めます。

私たちの
【目指す未来】

私たちの
【あるべき姿】

私たちの
【使  命】

出発点となる「食の感動」と最終地である
「この星を満たす」をつなげた強い意志の表明です。

常に世の中の期待を超え予測不能な進化を
遂げ続ける他にない存在を目指します。

「食の感動」を進化させ続けて世界中の歓びや
楽しさを生み出すという存在意義を表現しています。

MIS SION

VISIONSLOGAN

私たちの
【原動力】

「従業員の“心”の幸せ」と「お客様の“心”の感動」を
共に重要な資本ととらえ、どちらの“心”も満たし続けることで

唯一無二の事業成長を実現する経営思想です。

ENERGY

私たちの
【哲  学】

創業者による不変の哲学を礎にして日々の
行動につなげ新たな感動体験を創り続けます。

1 「KANDO」の頂へ
2 「二律両立」の頂へ
3 「称賛共助」の頂へ

PHILOSOPHY

08HAPPINESS KANDO REPORT 2025 T O R I D O L L07
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株式会社トリドールホールディングス
代表取締役社長 兼 CEO

　2025年3月期の業績は、売上収益・事業利益が計画を上回り、

過去最高を更新することができました。

　特に、丸亀製麺は、全国の多くの店舗が最高日商、最高月商を

記録し、既存店売上が伸長しました。一部食材の高騰を受けて価

格改定を実施しましたが、これまで取り組んできた人材育成に向け

た教育や、高度な製麺技術を持つ「麺職人」制度などの成長機会

の拡充、人員増によるワーク・ライフ・バランスの向上を通じて、店

舗におけるお客さまへの対応が充実したことなどにより、値上げに

対しお客さまの理解を得られたことは大きな要因と考えています。ま

た、2024年6月から発売中の「丸亀うどーなつ」が大ヒットとなり

新規顧客を獲得できたことなどが、売上増につながりました。「丸亀

うどーなつ」は構想から約3年をかけて開発しましたが、このような

　私は1985年に兵庫県加古川市で焼鳥居酒屋を開業しました

が、当初はお客さまが一人も来ない日も多くあり、「どうしたらお客

さまが来てくれるのか」を常に考え試行錯誤を続け、成長を図ってき

ました。そのような中、目の前で打ち立て・茹でたてのうどんが出さ

れる香川県の讃岐うどんの製麺所で長蛇の列ができていることに

衝撃を受け、「人を惹きつけるのは『食の感動体験』なのだ」という

ことを身をもって強く実感しました。この製麺所を再現することが丸

亀製麺の始まりであり、この考えのもと、これまで一貫してさまざま

な業態開発や店づくり、メニュー開発、人材育成に取り組み、成長

を実現してきました。

　感動体験には、「手間暇かけて実演販売などによりお客さまに

驚きを与えるもの」や「お客さまの心に響く接客サービスによるも

の」などがあります。たとえば、丸亀製麺では、各店舗に製麺機や

トライをしたことは社内の大きな変化であり、お店で生地から手づく

りして手間のかかる商品を全店で販売することができたのは、各店

舗のモチベーションが上がっている証と捉えています。

　国内におけるその他の業態についても、姫路発のとんこつラーメ

ン店「ラー麺ずんどう屋」は100店舗を達成し、“いちばん近いハワ

イ”をコンセプトとした「コナズ珈琲」も出店・改装を進めたことなど

により大幅な増収となり、両業態ともに売上収益が110億円を超え

る規模に成長しました。ラー麺ずんどう屋は、セントラルキッチンの

建設に伴う設備投資などの影響により減益となりましたが、今後、

同施設の稼働により効率性を高め、利益増につなげていきます。

　海外事業は、香港のTam Jaiや、2024年3月期の第2四半期に

連結子会社となった英国Fulham Shoreの寄与、MARUGAME 

UDON USAや台湾の成長などにより増収となりました。Fulham 

Shoreについては、改めて当社の想いや成功体験を注入しながら

2025年から2026年にかけて業績の改善を図っていきます。海外

事業においては本格的な展開に向けて人材が揃い、新たなフェーズ

茹で釡を置いています。これは、機材への投資や、設置するスペー

スが必要なため賃料がかかり、また、均一なクオリティを実現する

ための教育も必要となるためランニングコストがかさみ、効率を考

えればマイナスですが、製麺機を回し、手間暇かけてお客さまの目

の前でうどんをつくり、できたてを提供することによって感動体験

が生まれます。うどんのチェーン店は数多くありますが、当社は一貫

して「食の感動体験」という付加価値をつけることによって、より多

くのお客さまに来ていただけるようになり、セルフうどん市場を確立

していったのです。

　国内の外食産業は人手不足がより一層進むと予想されており、

省人化に向けて注文用端末や配膳ロボットの導入などが進んでい

ますが、私たちは、人の持つ無限の可能性を信じ続け、これからも

人によるおもてなしの心を大事にしていきます。奇をてらうことな

く、人々が慣れ親しんだ業態に感動体験を加えることで価値を高

め、新たな市場を創っていく――それがトリドール流です。

CEO Message

一貫して「食の感動体験」を追求し、
新たな市場を創造

2025年3月期は過去最高の売上収益・事業利益を
更新、中長期経営計画はオーガニック成長による
計画に見直し

「人の力」が唯一無二の
 感動を生む源泉だ

食を通じて誰かを感動させられる。それはとても尊い仕事です。

トリドールがつくる食の感動の源泉は人です。さらに言えば、人の中にある“心”です。

その心を信じて、そこに全力を投じる決意のもと、“心”的資本経営という旗を掲げて、

新たな改革を進め、世界で唯一無二の日本発グローバルフードカンパニーを目指します。
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に入ってきたと手応えを感じており、大きく花開かせていきたいと考

えています。

　2025年5月15日に発表しました2026年3月期の業績予想は、

過去最高となる売上収益2,820億円、事業利益196億円（事業利

益率7.0%）、営業利益146億円（営業利益率5.2%）を計画してい

ます。国内事業は勝ち筋の業態を中心に出店を加速し、海外事業

はポートフォリオの見直しと収益性改善に注力するとともに、日本

から海外へ繁盛店づくりのノ

ウハウを移植する体制を強化

します。

　2028年3月期を最終年度

とする中長期経営計画につい

ては、M&Aを含めた経営計画

数値を掲げていましたが、M&Aは引き続き積極的に取り組んでい

く一方で計画値に含めると数字に縛られて誤った判断をしてしまう

懸念があると考え、より蓋然性の高いオーガニック成長による計画

へと見直し、2028年3月期の目標を売上収益3,330億円、事業利

益275億円（事業利益率8.3%）、営業利益230億円（営業利益率

6.9%）としました。国内事業は積極的な出店戦略を通じて成長を

加速させる一方、海外事業は2025年3月期から2026年3月期をグ

ループ一体での業態力・マネジメント力の強化フェーズと位置づ

け、中期的な再成長に向けた基盤構築を推進し、グループポート

フォリオの最適化と持続的な企業価値向上を図っていきます。

　私たちは今後も成長に向けてお客さまに「食の感動体験」を提供

することを追求していきますが、そのためには、社員やパートナース

タッフの方々が楽しく、前向きに取り組めるようにすることが何より

も重要です。この考えのもと、これからは「ハピカン経営」※1を推進

し、働く人のモチベーションやエンゲージメントを向上することで、

より多くの感動体験を提供し、多くのお客さまに喜んでいただいた

結果、お店が繁盛して売上・利益が拡大し、その利益がともに働く

仲間に還元されていくことで、さらなるハピネスが生み出されるとい

う好循環を確立していきます。

　その中で、特に重要なのは「心」だと考えています。心こそが最大

の資産であり、私たちが標榜

するのは「人」を「心」に変えた

「心的資本経営」です。この変

化により、パフォーマンスは何

倍にも変わっていきます。心

が変わることで、お客さまによ

い体験をしていただこうという想いが生まれ、一人ひとりが内発的

動機をもって自ら考えて判断し、より多くのお客さまに感動体験を

提供できるようになります。たとえば、お客さまがうどんをこぼしてし

まったときや、泣いている小さいお子さまをあやしている間にうどん

が冷めてしまったときに、それに気付いて新しいものに取り換える

といった行動です。今でも行われていますが、このようなお客さまの

心に寄り添った行動が私たちの店舗ではごく自然な行動となること

を目指します。

　そのためには、店舗で働く方々の「心の幸せ」の醸成が大切と考

えています。お店に行けば働く仲間が自分の趣味や楽しみを知って

いて、親しく会話ができるつながりがあって、お店が大好きと言って

もらえるような、安心感のある環境をつくることが大事です。そし

て、そのようなお店で自分が商品やサービスを提供してお客さまに

喜んでいただくことにより、貢献実感を得ることができます。それは

誇りへと変わっていき、家族や友人に自慢したくなります。このサイ

クルをトリドールハピネスモデルとして、「安心感」「つながり感」

「貢献実感」「誇り」の4つを実現することで「ハピネス」の向上を

図っています。

　その取り組みの一環として、現在、お店の最高責任者としてハピ

カンオフィサー（HKO）の育成、全店舗への配置を進めています。

HKOは、お客さまに喜んでもらいたいという強い気持ちを持ってス

タッフの見本となる対応を行い、つながりを大切にしながら仲間の

モチベーションを高めていけるリーダーであり、独自の権限を持ち、

たとえば従業員の誕生日会やチームビルドにつながるバーベキュー

などのイベントも開催できます。HKOを全店に配置すれば私がここ

で指示するよりも圧倒的に大きな効果を生み出すことができ、これか

ら同業他社を大きく引き離していく武器になります。

　人的資本を強化するためには、長年にわたってスキルを磨き、技

量を高めた人材が増えていくことが重要であり、それが安定した高

い品質、お客さま満足度の向上につながります。外食業界は比較

的高い離職率ですが、当社の離職率はさまざまな取り組みを試行

錯誤しながら進める中で低下してきており、これからより一層働く

人の心に響く施策を実施していきます。

　トリドールグループが目指すのは、世界で唯一無二の日本発グ

ローバルフードカンパニーです。ラーメンや寿司で海外展開を先行

している企業はありますが、私たちはまずうどんで追随し、やがて追

い越していきます。天ぷらなどもあわせて「MARUGAME UDON＝

日本食」として、世界中で多くの方々に親しんでもらえる日本を代表す

る外食企業となることを目指します。

　そして、丸亀製麺だけでなくマルチブランドに展開して勝ち筋を

複数持つことにより、各エリアでの消費特性などの情報収集や分

析の高度化、気候変動による食材調達のリスクヘッジ、出店余地

の拡大などを図り、成長の確度を高めます。私たちはこれまで多く

のチャレンジと失敗を経験してきましたが、新しいチャレンジを繰り

返すことで、知見を高め、成長を実現してきました。これからも絶え

間なく挑戦を続け、複数業態で細胞が増殖するように世界で店舗

を広げ、感動体験によって需要を創造していきます。

　2023年および2025年に国内の全社員と世界中の社員※2を一

堂に集め、経営理念や感動体験について浸透を図りました。その

後もKANDO Forumと称して世界のリーダーをリモートでつな

ぎ、KANDOの浸透と実践についてディスカッションをしました。さ

らに、2025年5月には世界のリーダー70名以上が渋谷オフィスに

集結し、「ハピネス」をテーマに、KANDO WEEKと称して1週間

にわたって「ALL TORIDOLLハピカンMEETING 2025」を開催

しました。今回も世界各地のリーダーが集まり、店舗の見学やワー

クショップも実施し、当社理念への共感、トリドールにおける成功

体験への理解を深めてもらいました。

　一方で成長に資するガバナンス体制の強化を図っています。た

とえば社外取締役に関しては、当社の売上収益が2,000億円を超

え、海外事業が拡大してきたことを踏まえ、2025年度には経営者、

事業経験者の2名に社外取締役に就任いただいております。組織・

チーム力が強化されれば、もっと大きなことを成し遂げることができ

ます。次のステージを見据え、さらに多くのプロフェッショナル人材

を集めていきます。

　当社のグローバル展開はスタートを切ったばかりで進出先は無

限の広がりがあり、大きな可能性に満ち溢れていると感じていま

す。私はその中でも世界を席巻している外食チェーンを多く生みだ

したアメリカを意識し、アメリカでも勝てる、世界に通用する外食企

業になりたいと考えています。「予測不能な進化で未来を拓くグ

ローバルフードカンパニー」となり、世界的な大手チェーンにも肩を

並べる、世界で目標とされる外食企業となることを目指しています。

トリドールグループのさらなる進化、飛躍にどうぞご期待ください。

CEO Message

ぼくらが目指すべきは「心の経営」なんや。
脇目もふらず、まっしぐらに
進んでいこうと決めました。

案外灯台もと暗しっていったら変だけど、
やっぱり繁盛というのは結構身近に
落ちてるもんだなあと思うんですよね。

「心的資本経営」を推進し、
ともに働く仲間のハピネス向上に注力

心的資本経営=ハピカン経営

※1 社内では「ハピカン経営」として2年前から取り組んでいましたが、より広く世界にも発信していくために「人的資本経営」を深化させた経営の在り方として「心的資本経営」という言葉を使用しています。 ※2 2023年約2,000名、2025年約2,200名

世界で圧倒的なプレゼンスを持つ
日本発のグローバルフードカンパニーに向けて
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